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1．研究の目的
本研究では、インタラクションによる感性のシナジー（相乗）効
果を媒介するマン－マシン－マン・インタフェースの実現を目的
とする。具体的には、ジェスチャや生理指標といった様々なユー
ザ情報から抽出される感性情報に注目し、それらをネットワーク
を介した共通のプラットホーム上で映像や音響を含むマルチメ
ディア・コンテンツにリアルタイムで反映させることができるよ
うな人工の共通の「場」を構築する。この場を「シナジェティッ
ク・フィールド」と名付け、仮想感性を持った複数のエージェン
トや多数の人間が参加する事で相互のインタラクションが引き起
こす感性創発現象や感性増幅現象についても検討・評価する。
このように、本研究では感性情報の共有という観点から、感性
の相互触発可能な新しいインタラクティブ・メディアを開拓し新
しい研究分野を切り開く。それは、従来異なる分野で発展してき
たコンテンツによるコラボレーションの実現を意味し、例えばコ
ンピュータを使った芸術活動の質的向上に寄与することができる
のみならず、感性による他者との交流に注目したインタフェース
の構築によって、従来ネットワークやコンピュータ社会における
弱者とされてきた児童や高齢者・障害者に積極的な参加を促進す
る新しいメディアの創出にも貢献する。
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2．研究の内容
以下のようなテーマで、研究を推し進めている。
○第1のテーマでは、視覚センサを用いた人間情報計測技術並びに全方位VR/
MR提示技術に関する研究を行っている。第1に人にやさしいマンーマシ
ンーマン・インターフェースの実現のために、視覚センサから、複数人の手
の3次元動作・視線方向・ユーザの行動軌跡を安定に推定するためのシステ
ムを構築する。第2にすべてのユーザが共存感を持った上での臨場感溢れる
対象シーンの提示環境として、全方位提示のための環境モデリング技法を確
立する。さらに、ユーザの指示によって、行動履歴をVR場に反映させる以
下の機能実現を目指す。そして、ジェスチャゲームを用い、各パラメータが
実時間で推定できるか評価実験を行う。
①ユーザの指示による提示対象の選択
②ユーザの視点移動
③リアルタイムジェスチャ認識システムの構築
○第2のテーマでは、場の雰囲気がどのように共有されるかを生理センサを用
いて計測し、得られた計測データからインタラクションに関する知見を獲得
することを目標にしている。生理指標としては、脈波・皮膚インピーダンス
から計算される生理指標の利用を想定している。生理指標は医療現場ではも
ちろんのこと、最近では、プロダクトやユーザインタフェースの適正な設計
を目標として、さまざまな分野で利用されている。また、商品化されている
ものも少なくない。しかしながら、インタラクションという領域での使用を
考えた場合、複数の被験者のデータが同時に集められること、被験者が自由
に動き回れること、を想定する必要があるが、現段階でそのような仕様を満
たす市販システムは存在していなかった。そこで、本研究としては、まず、
4人の被験者の生理指標の同時計測を可能とする小型無線化多重生理データ
取得システムの開発を進めている（図4）。今後は、このセンサシステムを用
いて、「パフォーミングアートにおける引き込み現象」、「ダンス療法におけ
る精神的な同調現象」、「マクロな視点から見た気功の効果」に関する生理指
標の計測とデータ解析を進める予定である。
○第3のテーマでは、音を用いたマルチモーダル・コミュニケーション環境を
仮想空間内に構築し、人々が音楽的知識や経験の多少にかかわらず、様々な
インタフェースを介してセッションやゲーム／エクササイズなど音を用いた
リアルタイム・インタラクションの世界を楽しみながら、人々と複数のエー
ジェントが相互に「遊び」「創り」「癒す」世界に参加できるシステムの開発
と、そこで繰り広げられる感性のシナジー（相乗）効果の検討・評価を目的
としている。
具体的には、まず、感性インタラクションの場を構築する際に、人間側か
らシステムに与えられる感性情報を計測するシステムの開発を行う。例え
ば、人間の生理信号から、人間のその時点での感性指標を予測する実時間生
体信号高速処理システムの開発を行い、演奏やエクササイズにおける昂揚度
や満足度、快適感などの推定を行うことを目的とする。次に、仮想的な個性
や心理状況の変化等が反映できる仮想感性を持つエージェントの構築手法の
検討と試作を行い、人間とエージェントのインタラクション時における人間
サイドの動作計測も行って人間の感性状況を反映させる。さらに、ここまで
の成果をベースに、複数の人間および仮想感性を持つ複数のインタラクティ
ブ・パートナー間の感性協調の場であるシナジェティック・フィールドの設
計を行う。具体的にこのような「場」として、「音の遊園地」を構築し、「場」
によるシナジー効果についても検討を行う。
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図3　ジェスチャゲームシステム

図4　小型無線化多重生理データ取得システム
（センサ及びデータ送信装置）

図5　インタラクティブセッションシステムの
プロトタイプ


